
【令和６年度 災害ボランティア登録者連絡会・災害ボランティア本部機能強化事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

日   時：令和６年８月２４日（土）1３：１５～1６：３５（受付 12:45～） 

 
会   場：奈良県社会福祉総合センター ５階 研修室Ｃ（橿原市大久保町 320-11） 
 

対   象：災害ボランティアに興味がある方・経験がある方、奈良県災害ボランティア登
録者、市町村社協職員、市町村社協の災害ボランティア登録者 

 

講   師：特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト 代表 中島 武志 氏（奈良防災プラットフォーム連絡会 参画団体） 
      特定非営利活動法人 全国災害ボランティア支援団体ネットワーク 事務局長 明城 徹也 氏 
 

定   員：５０名（先着順） 
 
参 加 費：無料 

 
主   催：奈良県、奈良県社会福祉協議会 
申   込：参加申込書（２枚目）にご記入の上、８月９日（金）正午までに、 

以下のＵＲＬかＱＲコードからアクセスいただきお申込いただくか、 
https://c0bb449b.form.kintoneapp.com/public/saigaivtouroku0113 
２枚目の申込用紙に必要箇所をご記入いただき、 

FAX（0744-26-0234）かメール（nara-vc@nara-shakyo.jp） 

にてお申込みください。（※ただし定員になり次第締切） 

 
問い合わせ：奈良県社会福祉協議会 総合ボランティアセンター 

福祉教育・ボランティア活動係 

TEL 0744-29-0155（月～土 8:30～17:15、祝日除く） 

毎年、頻発する災害。令和６年能登半島地震は、震度７を記録する大規模な地震により２４０名を超え
る人命を奪うとともに１１万８０００棟を超える住家被害をもたらしました。今もなお復旧・復興に向け
て支援が行われています。 

これから復興に向けて少しずつ変わってくるフェーズに対して、私たちボランティアに何ができるのか
を考えるとともに、今後、自分たちの地域で想定される大規模災害（南海トラフ地震級）に備えて、受援
力（県内外からの支援を受け入れる力）を高める体制づくりに取り組む必要があります。 

本研修は、能登半島地震の災害ボランティア活動について共有・振り返りを踏まえて、被災地・被災者
の心理（想い）に触れ、これからの能登半島での災害ボランティア活動について考えていきます。併せて、
自分たちの地域に寄せて考えた際に自分たちにできる災害ボランティア活動は何かを考えます。災害ボラ
ンティア活動に行かれた方、ご興味ある方、奮って、ご参加願います。 

Ｑ Ｒ コ ー ド

 



◆◇◆研修プログラム◆◇◆ 

時間 内容(予定) 

１３：１５～ あいさつ・オリエンテーション・ 

１３：２５～ 

１４：００ 

「能登半島地震の支援について報告」 

…能登半島地震発災後から半年以上が経ち、現地では、どのような支援が展開され

たのかを学び、支援の全体像を掴みます。 

 休憩（５分） 

１４：０５～ 

１５：２０ 

「分かち合いの場：能登半島地震でのボランティア活動を踏まえて」 

…参加者同士で、能登半島地震の災害ボランティア活動のこと（振り返り・これか

らの自分たちにできること）について共有を行います。 

 休憩（５分） 

１５：２０ 

～１６：３５ 

「能登半島地震の支援から見えてきたこと・これからの支援について」 

…能登半島地震の支援の中で、どのように支援を展開したのか、見えてきた課題、

どのようなことを大事に支援に入られているのかお話しいただきます。 

さらに、今後、能登半島にて必要とされる支援とは何かを学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅東出口より北東約 80m。 

公共交通機関でお越しいただくか、西側の市営有料駐車場をご利用ください。（1 日最大 5２0 円） 

申込・問合せ先 

社会福祉法人奈良県社会福祉協議会 

総合ボランティアセンター 

福祉教育・ボランティア活動係 

（担当：田中・松尾・吉田甫） 

 〒634-0061 橿原市大久保町 320-11 

ＴＥＬ：0744-29-0155  

ＦAＸ：0744-26-0234 

ＭAIL：nara-vc@nara-shakyo.jp  

ＨＰ https://www.nara-shakyo.jp 

特定非営利活動法人 災害救援レスキューアシスト代表理事 中島 武志氏 

東日本大震災以降、各被災地にてマルチコーディネーターとして現地社協や団体、被災者をつなぐなどの災害ボランティア活動を行う。２０１

６年に災害で見落とされがちな要配慮者を中心とした災害支援を行うべく「レスキューアシスト」を立ち上げる。熊本地震や大阪北部地震、令和

４年東北大雨、令和５年台風２号、令和６年能登半島地震など全国各地の被災地で、多様なＮＰＯ、行政、社協、地域と連携した、地域密着・被

災者本位を徹底した支援活動を実施。並行して災害に備えるための活動として、減災防災や自助共助などの講習会や講演会を行っている。 

 

特定非営利活動法人 全国災害ボランティア支援団体ネットワーク 事務局長 明城 徹也 氏 

米国の大学を卒業後、建設会社に勤務。その後、ＮＧＯ業界に転身し、アフリカ支援・緊急人道支援のＮＧＯにおいて現地事業責任者や管理部

門責任者などを経験。2010 年 6 月からジャパン・プラットフォームに勤務。東日本大震災では発災直後より現地入りし、被災者支援、復興支援に

従事。東日本大震災での経験から、全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）の立ち上げに関わり、2015 年 4 月から事務局長に就任。 

会場アクセス 

講師紹介 



 

令和６年度 奈良県内災害ボランティア研修 

 能登半島地震災害ボランティア活動報告会 参加申込書 

 

※お申込については、可能な限り申込方法①でお申込下さい。 

【申込方法①】 

以下のＱＲコードかＵＲＬから申込フォームにアクセスいただきお申込ください。 

 
申込ＱＲコード 

申込 URL： 

https://c0bb449b.form.kintoneapp.com/public/saigaivtouroku0113 

                                              

【申込方法②】 

申込方法①が難しい場合は、以下の申込書に記入いただき、メールかＦＡＸでお申込ください。 

FAX : ０７４４－２６－０２３４ 、メール： nara-vc@nara-shakyo.jp＊添書不要 

ふりがな  性別 男  ・   女 

氏名  

 

年代 10 代 ・ 20 代 ・ 30 代 

40 代 ・ 50 代 ・ 60 代 

70 代 ・ 80 代以上 

 
 

メールアドレス 
 

              ＠ 

ＴＥＬ  所属 

（団体・学校名等） 

 

災害ボランティアの経験について 

１．あり （新しいものから 2 つまで） 

→ 時期：     年   月 / 場所：     都道府県     市町村 

→ 時期：     年   月 / 場所：     都道府県     市町村 

２．なし 

 

※本申込書に記載された個人情報は、研修開催の目的のみに利用させていただきます。 

なお、本研修会の参加者名簿には氏名・所属を掲載いたします。 

※申込完了の報告は本会から致しません。必要な方は申込できているか、本会にご確認下さい。 

 


